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	この遺伝子はシチジルトランスフェラーゼファミリーに属し、ホスファチジルコリン生合成の調節に関与する。この遺伝子の変異は、円錐桿体ジストロフィーを伴う脊椎骨幹端異形成症と関連している。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっている。[RefSeq提供、2015年8月],触媒活性：CTP + コリンリン酸 = 二リン酸​​ + CDP-コリン。,酵素調節：リン酸化による。,機能：ホスファチジルコリン合成を制御する。,経路：リン脂質代謝；ホスファチジルコリン生合成；ホスホコリンからホスファチジルコリン：ステップ1/2。,PTM：C末端のセリン残基がリン酸化される。不活性な可溶性形態はリン酸化によって安定化され、活性な膜結合型は陰イオン性脂質またはジアシルグリセロールによって促進され、脱リン酸化によって安定化される。,類似性：シチジルトランスフェラーゼファミリーに属する。,細胞内局在：不活性な細胞質型と活性な膜結合型との間で相互変換できる。,サブユニット：ホモ二量体；ジスルフィド結合。,
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	A431細胞溶解液のウェスタンブロット分析、PCY1Aウサギポリクローナル抗体を1:1000に希釈し、4°で一晩

